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社協だより
～ わ た し が 活 き る 宇 和 島 ～～ わ た し が 活 き る 宇 和 島 ～

祖霊のともしび
　　宇和島から能登半島へ
　　　　  想いと心のつながり支援
　　宇和島から能登半島へ
　　　　  想いと心のつながり支援特集
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が
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金か
な

蔵く
ら

地
区
と
地
震
・
豪
雨
に
よ
る
被
災

　

金
蔵
地
区
は
石
川
県
輪
島
市
町
野
町
に
位
置
す
る
集
落

で
す
。
自
然
豊
か
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
、
里
山
と
棚
田

か
ら
な
る
景
色
は
美
し
く
「
日
本
の
里
１
０
０
選
」
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
金
蔵
五
カ
寺
」
と
呼
ば
れ
る
５
つ
の
寺
院
を

中
心
に
、
歴
史
的
に
仏
教
へ
の
信
仰
が
深
い
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
金
蔵
も
令
和
６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
、
そ

し
て
同
年
９
月
の
奥
能
登
豪
雨
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

祖
霊
の
と
も
し
び
開
催
へ

　

復
興
へ
向
け
、
地
域
で
歩
み
を
進
め
て
い
く
中
、「
地

震
は
苦
し
か
っ
た
け
ど
、
そ
こ
で
で
き
た
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
い
」
と
願
う
方
の
一
人
に
元
区
長
の
石
崎
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
地
域
の
お
祭
り
「
金
蔵
万
燈
会
」
は
、
お

盆
の
時
期
に
先
祖
の
霊
（
祖
霊
）
を
供
養
す
る
も
の
で
、

３
万
個
も
の
灯
ろ
う
が
と
も
さ
れ
る
行
事
で
し
た
が
、
集

落
の
高
齢
化
に
よ
り
、
数
年
前
か
ら
開
催
が
見
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
。
復
興
へ
の
願
い

と
地
域
内
外
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
祖
霊
の
と
も
し
び
」
を
企
画
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
企
画
を
受
け
、
宇
和
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
も

協
力
依
頼
が
届
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で

宇
和
島
市
を
支
援
い
た
だ
い
た
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
声
か
け
で
し
た
。「
宇
和
島
で

５
０
０
個
、
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
を
送
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
？
」
早
速
、
カ
バ
ー
づ
く
り
に
向
け
て
関
係
各
所
と

連
携
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

特
集▲祖霊のともしび当日。宇和島から金蔵へと贈られたキャンドルカバー。

▲金蔵地区の風景。美しい棚田が広がります。▲元区長の石崎さん。祖霊のともしびの発案者です。
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﹁
私
も
で
き
る
！
﹂
カ
バ
ー
づ
く
り
で
広
が
る
輪

　
他
に
も
、
中
央
公
民
館
「
ホ
リ
バ
タ
」
や
、
各
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
カ
バ
ー
づ
く
り
が
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
か
ら
、
宇
和

島
城
や
み
か
ん
、
牛
鬼
な
ど
が
描
か
れ
た
色
と
り
ど
り
の
カ

バ
ー
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
企
画
に
参
加
さ
れ
た
方
が
家
族
や
職
場
等
に
声

を
か
け
ら
れ
、
企
業
、
団
体
、
有
志
等
、
想
像
し
て
い
た
以

上
に
多
く
の
方
が
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
は
５
５
７
個
。
当
初
の
依

頼
の
数
を
大
き
く
越
え
る
数
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
カ
バ
ー
の

ど
っ
し
り
と
し
た
重
さ
に
、
多
く
の
方
の
思
い
を
感
じ
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

﹁
祖
霊
の
と
も
し
び
﹂
開
催

　

８
月
15
日
、
金
蔵
地
区
の
お
寺
で
「
祖
霊
の
と
も
し
び
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
の
方
々

に
よ
っ
て
と
も
さ
れ
た
４
千
個
も
の
灯
ろ
う
。
全
国
か
ら
届

け
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
明
か
り
。
宇
和
島
か
ら
届
け
ら
れ
た

キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
も
そ
の
中
で
境
内
を
柔
ら
か
く
照
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
か
ら
「
折
角
も
ら
っ
た
の
に
一
日
で
終
わ
る
の

は
勿
体
な
い
。
ひ
も
を
通
し
て
飾
り
た
い
」
と
声
が
あ
り
、

道
の
駅
輪
島
や
市
役
所
、
能
登
高
校
な
ど
10
か
所
以
上
で

キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
「
祖
霊
の

と
も
し
び
」
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
金
蔵
地
区
の
皆
さ
ん

に
宇
和
島
か
ら
の
エ
ー
ル
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宇
和
島
市
社
協
は
、
今
後
も
人
と
人
、
地
域
と
地
域
の

思
い
を
つ
な
げ
ら
れ
る
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
場
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
和
島
か
ら
能
登
へ
届
け
希
望
の
光

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
思
い
を
届
け
る

　

ま
ず
は
、
市
内
で
誰
で
も
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企

画
し
ま
し
た
。「
こ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
づ
く
り
を
き
っ
か
け
に
、

災
害
か
ら
１
年
以
上
が
経
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
色
々
な
世

代
の
方
に
現
在
の
金
蔵
地
区
の
様
子
や
地
域
の
方
の
思
い
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
に
あ
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
が
苦
手
な
方

も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
宇
和
島
東
高
校
美
術
部
に
塗
り

絵
の
下
絵
の
提
供
を
依
頼
。
作
成
を
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、

宇
和
島
ら
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
塗
り
絵
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日
。
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
加
納
さ
ん
か
ら
現
在
の
金
蔵
地
区
の
様
子
を
伝
え
て
い

た
だ
い
た
後
、
石
崎
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
皆
で
視

聴
。
参
加
者
は
、
二
人
か
ら
受
け
取
っ
た
思
い
を
胸
に
、
一
人
ひ

と
り
丁
寧
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
、文
字
、塗
り
絵
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
え
方
で
、
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
カ
バ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。

▲ ワークショップの様子。現在の金蔵地区の様
子や思いを聞き、復興への願いを込める。

▲キャンドルカバーが飾られた輪島駅の様子。

～協力団体等一覧～
ご協力・ご寄付ありがとうございました

宇和島市立中央公民館（ホリバタ）／愛媛県立宇和島東高
等学校有志／愛媛県立北宇和高等学校三間分校有志／喜佐
方地区住民有志／社会福祉法人宇和島厚生協会みどり寮／
地域づくり推進事業所もみの木／特定非営利法人宇和島
ＮＰＯセンター／特定非営利法人U.grandma Japan ／フジ
宇和島桜町店／三間郵便局有志／養護老人ホーム愛生寮／
その他有志（順不同）

「祖霊のともしび」つながり支援募金2,268円

この事業は赤い羽根共同募金が
活かされています3 うわじまし社協だより　10月号



１

赤い羽根共同募金
はじまります 『じぶんの町を良くするしくみ』を

スローガンに、10月１日から全国一
斉にスタートする赤い羽根共同募金。
みんなのしあわせを願い、一人ひと
りの助け合いの心を募る市民総参加
の運動です。毎年、自治会及び民生
委員児童委員の皆さまをはじめ、行
政機関・ボランティア団体の方など、
多くの皆さまのご支援をいただきな
がら運動を展開しています。皆さま
から寄せられた募金は、地域の福祉
活動や、災害時の支援などに大切に
活用されています。あたたかいご理
解とご協力を、どうぞよろしくお願
いいたします。

戸別募金

大口募金

職域募金

街頭募金

学校募金

自治会長を通じて各世帯へ

民生委員児童委員を通じて個人や企業へ

従業員の方が職場で協力

道の駅など人が集まる場所での呼びかけ

学校に募金箱を設置

令和６年度 募金総額　8,903,942円
戸　別　募　金 4,371,416円
大　口　募　金 2,341,750円
職　域　募　金 783,600円
街　頭　募　金 309,652円
学　校　募　金 185,355円
そ の 他 912,169円

ご存じですか？税の特典
赤い羽根共同募金にご寄付いただくと、法人税
や個人所得税等の税制優遇の対象となります。

●法人の場合…全額損金算入
●個人の場合…所得税及び住民税控除の対象

（2,000円以下は対象外）

募金のしかた

支
え
る
人
を
支
え
る
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１

２募金の活かされ方

ふれあい・いきいきサロン

福　祉　学　習

 団体名【はとひとふ】

災害ボランティア養成講座

未就学児が楽しく遊べる場所♪住民の方の仲間づくりの活動を推進

「ともに生きる」きっかけづくりを ‘もしもの時’に備えて

助成団体の一例をご紹介

親子のひろば

【読書活動とワークショップ】
多くの子どもたちが本に親しみ、生き
る知恵や勇気を与えてくれる本との
出会いを願い、五感を使ったワーク
ショップなど多世代の交流やお話会を
実施しています。

多くの子どもたちが本に親しみ、生き

実施しています。

◇◇地域の福祉活動を行う団体へ助成

◇◇地域福祉事業で活用

5 うわじまし社協だより　10月号



　地域住民の生活課題が複雑・多様化し、生活困
窮や孤独・孤立、いわゆる「8050問題」など、
既存の制度の枠組みでは対応が困難な課題にも
対応すべく、セーフティネットとしての機能を発
揮するとともに、住民や関係機関との協働により、
各種事業や地域福祉活動の推進に努めました。

令和６年度
事業報告・決算

　令和７年６月の理事会・評議員会において、
下記のとおり承認されましたのでご報告します。

収支決算

貸借対照表
資産の部 金　　額 負債の部 金　　額

流動資産 232,265,984 流動負債 67,168,402
固定負債 55,922,465

固定資産 600,532,479 負債の部合計 123,090,867
　基本財産 168,245,666 純資産の部 金　　額
　その他の固定資産 432,286,813 基本金 4,000,000 

基金・積立金 419,932,108
次期繰越活動増減差額 285,775,488
純資産の部合計 709,707,596

資産の部合計 832,798,463 負債及び純資産の部合計 832,798,463

（単位：円）

積立資産取崩 4%
37,919千円

収 入
883,401千円

介護保険 36%
318,462千円

受託金 29%
255,743千円

保育事業 12%
101,648千円

補助金収入 9%
82,270千円

障害福祉サービス 6% 
51,631千円

その他（事業収入など）4% 
35,728千円

積立資産支出 2%
18,616千円

事務費 2%
20,381千円

助成金 2%
13,357千円
その他 1%
6,649千円

支 出
883,401千円

人件費 73%
645,501千円

事業費 20%
178,897千円

詳細は宇和島市社会福祉協議会のホームページでご覧いただけます。詳細は宇和島市社会福祉協議会のホームページでご覧いただけます。

重点事業のふり返り
1 ３

４

５

２

相談支援体制の強化と権利擁護の推進 介護事業・保育園の経営安定化と
サービスの質向上

指定管理施設の適切な管理・経営

組織・経営基盤の強化

地域福祉活動の推進

　常設型の相談窓口を開設し、住民の皆さまから寄せられる
多様な生活課題を受け止め、分野を問わず断らない相談支
援を実施するとともに、行政や関係機関との連携の促進に努
めました。また、支援を必要とされる方々に対しては訪問支
援（アウトリーチ）を行い、課題解決に向けてお一人おひと
りに寄り添った支援を行うことができました。

　介護サービス事業は、法に基づくサービスの提供に努め、
感染症対策を講じたうえで、事業所の運営を行いました。また、
ICT（情報通信技術）の活用等により、業務の効率化を図りま
した。みゆき保育園運営事業は、子ども一人ひとりの発達に
応じた援助を心がけ、心身共に健やかに育つよう努めました。

　障がい児等通所支援事業施設　「あけぼの園」や養護老人
ホーム「愛生寮」において、法律に基づき適切なサービスの
提供と健全な経営に努めました。また、すべての市民が利用
しやすい地域福祉活動の拠点となるよう、宇和島市総合福祉
センターの施設運用に努めました。

　高い公益性やガバナンスが求められる社会福祉法人とし
て、市民や関係機関に信頼される組織運営を推進しました。

　第３次地域福祉活動計画の基本理念『わたしが活きる宇
和島』のもと、住民の皆さまの声に耳を傾け、地域課題に応
じた取組を実践するとともに、福祉学習等を通じて学生や社
会人を問わず福祉への関心を高めるなど、地域住民の意識
醸成を図りました。また、生活支援体制整備事業の城東圏域
においては、フィールドワークを実施し、「地域を知る」こ
とから新たな拠点づくりに取り組むことができました。

うわじまし社協だより　10月号 6



皆で楽しくお食事会♪

５月は、おはぎも作りました

　
番
城
地
区
の
本
川
内
の
皆
さ
ん
が
男
女
問
わ
ず
集
ま
る
「
つ
く
し
」。

　
毎
週
、
集
会
所
に
集
ま
っ
て
、
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に

１
度
、
料
理
を
手
づ
く
り
し
て
、
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
お
話
す
る
日
も

あ
り
ま
す
。
６
月
に
は
ハ
ン
バ̶

グ
を
作
り
ま
し
た
。
調
理
は
午
前

中
か
ら
始
ま
り
、
お
肉
の
成
形
や
野
菜
の
用
意
な
ど
を
役
割
分
担
し
、

合
計
15
人
分
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
家
で
は
１
人
だ
け
ど
、
こ
こ
に
来
る
と
皆
で
お
話
で
き
る
。」
と
言

う
方
も
い
て
、
地
域
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会

の
季
節
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た

活
動
が
盛
ん
で
す
。

連載
90

わ
が
ま
ち
の
『
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
紹
介

　
つ
く
し

　宇和島市社会福祉協議会では、“ふれあい・いきいきサロン活動”をはじめ、地域の多様な
通いの場づくりを推進しています。「サロンに興味がある」「集いの場をつくりたい」という
方は、地域福祉課（☎0895-23-3711）までお気軽にお問い合わせください。
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成年後見制度相談会〈無料〉

～支援者様向け権利擁護セミナーのご案内～
テーマ『福祉サービス利用援助事業について』

10月９日（木）９：00～12：00
岩松公民館　２階
相談員：行政書士

日　時：11月14日（金）13：30 ～ 15：00
講　師：愛媛県社会福祉協議会　髙瀬 慶 氏
場　所：宇和島市総合福祉センター
対象者：ケアマネジャー、相談支援専門員等の支援者

※ 相談は、予約の方を優先
させていただきます。

☎0895-28-6033
（権利擁護センター ピット）

心配ごと相談所〈無料〉
～暮らしの中の困りごとなど～

　専門職員が、生活上のいろいろな困りごと・
悩みごとをおうかがいし、関係機関と連携して、
解決に向けたお手伝いをいたします。
　ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。

相談
受付

平日 9：00～17：00
☎0895-23-3711

11月
11月16日（日）13：00～16：00
宇和島市総合福祉センター
相談員：弁護士

Instagram ホームページ

社会福祉
法　 人 宇和島市社会福祉協議会
〒798-0003 愛媛県宇和島市住吉町一丁目6番16号
TEL（0895）23－3711/FAX（0895）24－7889
https://www.uwajima-shakyo.or.jp

【吉田支所】宇和島市吉田町東小路甲58-5　 TEL（0895)52-3166
【三間支所】宇和島市三間町迫目126 　　　 TEL（0895)58-1051
【津島支所】宇和島市津島町岩松甲471番地　TEL（0895)20-8101

【令和７年３・４月受付】 希望者のみ掲載遺言や相続についてご相談をお受けできます。

☎0895-28-6033
（権利擁護センター ピット）

HPはこちら

親子のひろば〈無料〉
～大きくなぁれ！子どもたち～

時間

場所

10月

11月

10：00～11：30

宇和島市総合福祉センター２階

１日（水）・６日（月）・９日（木）
15日（水）・23日（木）

５日（水）・13日（木）・19日（水）
27日（木）

未就学児と、その家族が気楽に集まれる場所です。
お気軽にご参加ください。

親子のひろば

詳
し
く
は

こ
ち
ら

→

※詳細につきましては、随時ホームページを
ご確認ください。

※大雨暴風などの警報発令時は、中止とします。

相談
・
測定

保健師による育児相談・体重身長測定
11月19日（水）10：30～
※ 体重身長測定を希望される方は、感染対策の

ため、各自タオルをご用意ください。

10月


